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第 6 章 

戦略を進めるための仕組 
 

 

（1）戦略の推進体制 

 

本戦略を着実に推進するためには、庁内の関係各課のみならず、市⺠や事業者、⼤学

等の研究機関、⾃然環境団体等の様々な主体で推進体制を構築し、相互に連携・協働す

ることで、⼀体となり取組を進めていくことが必要です。                
【船橋市】の役割 

■本戦略を先導する役割を担い、関係各課が相互の連携を通じて⽣物多様性保全の視

点に⽴った施策を率先して推進します。 

■⾃然環境調査などの⽣物多様性の実態把握に関する継続的なモニタリングを⼤学

等の専⾨機関と連携して実施します。その際、市⺠参加の要素を取り⼊れるよう努

めます。 

■ふなばし三番瀬環境学習館などからの関連情報の提供や各主体が実施する取組へ

の⽀援などを⾏います。 

■地形の連続性や流域単位での⽔循環、⽣き物の移動などの視点を踏まえ、国や千葉

県、近隣市、事業者、⼤学、⾃然環境団体等などの関係機関と広域的な取組を進め

るための連携や調整を図ります。 
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【市⺠】に期待される役割 

■船橋市の⾃然や⽣き物、⽣物多様性に関する情報などにふれる機会をつくり、その

実態について認識することが期待されます。 

■暮らしの中で⽣物多様性に関して取り組めることについて、⼀⼈ひとりが考え、⾏

動に移していくことが期待されます。 

■市や⾃然環境団体などが主催する⾃然環境調査や環境学習、⾃然環境の保全活動な

どに積極的に参加すること、また、参加者が増えることにより活動のすそ野を広げ

ていく原動⼒となることが期待されます。  
【事業者】に期待される役割 

■仕⼊れる原料や資材、商品などについて、また、⽣産・製造、輸配送などの様々な

事業活動について⽣物多様性保全との因果関係を把握することや、事業活動が⽣物

多様性に与える影響を可能な範囲で⼩さくすること、また、事業地内における緑化

の推進など、⾃然環境配慮型の取組を事業活動の中に組みこんでいくことが期待さ

れます。 

■事業活動の中で取り組んでいる⽣物多様性保全に関する情報を発信することや市

が主催する環境保全活動に積極的に参加し、可能な範囲で⽀援すること、また、市

の表彰・顕彰制度を活⽤することなどにより、環境保全型の事業活動に取り組む事

業者の模範ができ、他の事業者への啓発につながることが期待されます。 

■国や千葉県、近隣市、⼤学、⾃然環境団体などの関係機関と広域的に進める取組に

協⼒することが期待されます。  
【⾃然環境団体等】に期待される役割 

■⽣物多様性の保全・回復に関する取組を継続して実施していくこと、また、他の団

体等との情報交換や連携、活動に関する市⺠への情報提供や市⺠参加型の⾃然環境

保全活動などを主催することなどにより、活動の輪を広げていくことが期待されま

す。 

■市との相互の情報交換などを通じて、市の取組に積極的に参加し、専⾨性を⽣かし

た⽀援を⾏うことが期待されます。 

■国や千葉県、近隣市、事業者、⼤学などの関係機関と広域的に進める取組に協⼒す

ることが期待されます。  
【⼤学等の研究機関】に期待される役割 

■市が主催する⾃然環境調査などの⽣物多様性に関する地域活動に積極的に参加す

ること、また、船橋市の⽣物多様性に関する専⾨家を育成することが期待されます。 

■専⾨性を⽣かした⽣物多様性に関する情報の蓄積と提供が期待されます。 

■国や千葉県、近隣市、事業者、⾃然環境団体などの関係機関と広域的に進める取組

に協⼒することが期待されます。  
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（2）戦略の進⾏管理 

 

戦略の進捗状況は毎年度、点検・評価を⾏い、本戦略の継続的な改善を図ります。 

戦略の進捗状況は、環境マネジメントシステムの考え⽅に基づく「ＰＤＣＡサイクル」

を⽤いて把握し、そこで⽣じた課題などは今後の取組に改善策として反映していくこと

が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本戦略は船橋市、市⺠、⾃然環境団体等、事業者、⼤学等の専⾨機関が相互に連携・

協働することで推進します。その進捗状況は庁内の関係各課と連携しながら点検・評価

し、戦略に反映していきます。 

なお、本戦略における短期的な取組として定めた基本的な施策と戦略管理指標につい

ては、おおむね５年ごとに⻑期的な⽬標に向けて適切であるかという観点からその効果

や課題を検討し、船橋市環境審議会の助⾔・提⾔を求めたうえで、必要な⾒直しを⾏う

ものとします。 
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